
げ
も
く
ボ
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
ノ
タ
ぞ
ぐ

藁
　
報
～

に
’
”
》
許
許
’
伊
≧
♂
≠
蓉
♂
♂
’
鞭
彦
’
電

　
　
　
史
学
研
究
会

例
会
　
四
月
十
九
臼
（
土
）

　
小
林
行
雄
「
三
櫓
π
潟
の
欝
憲
コ
」

奪
撃
大
会
　
五
月
十
一
研
（
日
）

　
「
歴
史
・
地
理
研
教
育
の
諸
聞
一
題
』
識
…
演
川
討
離
繭
会

　
（
要
匿
は
本
文
参
照
）

　
　
　
京
大
圏
史
関
係

．
醗
輿
会
例
会
　
五
月
一
〇
日
（
土
）

　
贋
照
善
人
「
一
向
一
揆
に
関
す
る
一
考
察
」

　
山
田
源
行
「
田
弾
に
関
す
る
一
考
察
」

魏
図
会
例
会
　
五
月
二
八
日
（
水
）

　
池
田
敬
並
「
封
建
社
会
崩
壊
に
関
す
る
一
考
察
」

　
松
尾
葱
覚
「
米
騒
動
に
つ
い
て
」

醗
喰
合
（
春
樹
山
八
A
賦
、
　
山
ハ
日
〃
一
日
　
（
日
）

　
　
　
　
　
　
午
前
九
時
一
午
後
五
時
第
八
教
導

　
上
島
　
有
「
御
伽
草
子
に
つ
い
て
」

　
土
田
　
瞥
廻
「
狩
野
一
田
楽
派
の
成
立
と
そ
の
限
界
」

　
黒
田
　
撤
「
明
漁
蟷
刷
期
の
キ
リ
ス
ト
教
観
」

　
宙
乱
闘
郎
「
川
路
墾
膜
の
研
究
」

　
　
　
　
　
彙
　
　
　
報

　
上
田
正
昭
「
白
鳳
期
の
歴
史
的
意
津
訟
」

　
梅
…
原
隈
章
「
院
政
時
代
の
由
伊
土
曜
以
」

　
梅
閏
幹
次
「
輪
中
聚
…
落
…
成
立
に
つ
い
て
の
一
考
察
」

　
奥
田
修
三
「
天
保
の
諸
株
解
放
に
つ
い
て
し

　
深
江
満
「
明
治
四
十
年
前
後
に
お
け
る
我
国
民
丈

　
　
単
の
問
題
」

　
石
叩
一
郎
「
明
治
開
化
期
と
市
民
文
化
の
成
立
」

　
　
　
京
大
東
洋
史
閲
係

東
洋
史
諮
齢
請
必
（
例
会
　
　
山
ハ
料
月
九
口
　
（
月
）

　
島
田
読
響
「
『
醗
明
学
左
派
論
の
批
判
』
を
評
す
」

　
池
田
誠
「
中
世
↑
史
論
問
争
の
解
決
」
h

　
　
　
京
大
西
洋
史
関
係

　
読
轡
会
　
五
月
一
四
口

　
藍
本
哲
男
　
　
甥
。
や
勺
p
く
ざ
く
・
ω
鵠
．
〈
p
コ
匂
噂
オ
曳
…
憎
①
9

　
餌
p
一
冨
影
く
σ
器
く
譜
。
一
閃
＝
鉱
．

　
長
江
芳
男
　
」
・
じ
づ
9
図
・
ポ
ロ
ぎ
紫
葺
漏
昌
m
貯
蝕
。

　
噌
O
一
5
瀞
μ
け
『
0
7
0
謬
o
Q
酔
9
”
陣
㎝
感
吟
頃
p
㌦
O
跡
も
町
O
ず
P
幽
『

　
日
本
西
洋
史
学
大
会
　
五
月
二
三
口

　
神
一
㌧
八
四
郎
（
曝
〃
大
）
　
「
ラ
ン
ケ
の
雁
吏
靭
畷
識
の
一

　
問
題
し
　
一
村
岡
“
管
（
山
形
大
）
「
ラ
ン
ケ
の
オ
プ
テ

　
ィ
ミ
ズ
ム
に
つ
い
て
」
　
中
原
与
茂
九
郎
（
京
大
）

　
「
ウ
ル
カ
ギ
ナ
王
の
円
川
鱗
一
轡
文
B
の
屈
悔
絡
じ
　

杉

　
勇
（
教
育
大
）
　
「
前
九
・
隔
世
綿
の
キ
リ
キ
ア
し

村
頒
数
之
亮
（
阪
大
）
「
ギ
リ
シ
ア
文
化
生
成

の
問
題
」
　
砥
隣
寺
信
彦
（
東
北
大
）
　
「
カ
ト
ー

の
農
耕
誌
を
中
心
と
し
て
し
　
水
川
温
二
（
名
大
）

「
プ
ル
タ
ー
ク
の
政
治
訓
に
つ
い
て
し
　
秀
　
村
欣

二
（
京
大
）
　
「
古
代
ク
リ
ス
ト
教
の
戦
争
観
」

長
友
栄
三
郎
（
宮
崎
大
）
「
｝
霞
〇
一
円
塁
℃
葺
（
ぽ
艮
7

藷
G
δ
葺
。
嵩
の
　
と
異
端
に
つ
い
て
」
　
僧
欄
田
四
郎

（
一
橋
大
）
　
「
古
代
末
期
に
お
け
る
ガ
リ
ア
祉
会

の
一
考
鍵
納
」
　
堀
米
「
庸
三
（
北
大
）
「
一
ゲ
リ
ヒ
ツ

ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
の
、
成
立
に
つ
い
て
」
　
尾
鍋
輝
「
彦

（
御
茶
ノ
水
大
）
「
中
世
に
お
け
る
奴
隷
制
窪
」

賦
中
正
義
（
棘
　
大
）
申
世
に
お
け
る
嵐
比
論
艮
に

つ
い
て
」

五
月
二
四
臼
　
島
閏
雄
次
郎
（
東
大
）
　
「
中
世
に

お
げ
る
大
鎌
＋
の
膚
由
」
　
今
蹴
小
睦
郎
（
九
大
）
「
西

洋
中
世
都
市
の
自
泊
槻
燃
冊
」
　
森
岡
敬
一
郎
（
慶

大
）
　
「
ヨ
ー
ク
条
令
「
の
一
考
嬢
…
」
十
河
佑
円
蓋
（
鼠
・

大
）
　
「
プ
ラ
ン
シ
ワ
イ
ヒ
公
の
点
旦
書
」
　
　
｛
豊
閏
舞

（
京
大
）
「
パ
ブ
了
フ
の
思
想
に
つ
い
て
」
　
嚇
讃
井

蝕黙

j
　
（
広
島
．
大
）
　
　
「
パ
リ
　
●
　
コ
　
ム
ミ
ュ
　
ー
ヌ
内
乱

の
性
熾
し

公
開
灘
一
穂
　
由
［
中
謙
二
（
東
大
）
　
「
ル
ー
テ
ル
と

虐
示
数
軟
革
蒲
岬
動
」
　
原
紬
腱
隙
剛
（
山
尽
－
穴
）
　
「
ギ
リ
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
九
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ア
典
の
一
隅
に
立
ち
て

　
　
　
京
大
地
理
挙
関
係

　
昭
和
二
山
ハ
加
†
度
地
理
学
予
続
擬
会
。
　
　
二
桝
月
二
三
碕

（
土
）

　
轟
罪
田
典
良
「
冠
雪
賀
繋
の
伸
余
仇
栗
に
つ
い
て
」

　
目
皿
本
典
昭
「
日
本
二
二
轟
束
の
一
性
絡
W
」

　
勝
目
忍
「
大
隅
半
島
に
於
け
る
商
品
生
塵
地
葺

　
　
の
展
開
過
程
」

　
碧
玉
帝
銀
「
工
業
上
よ
り
見
た
る
悌
古
川
中
流
た

　
　
域
の
特
殊
性
」

　
由
一
比
浜
省
曇
口
「
広
…
島
県
の
恥
得
外
　
移
民
に
関
す
る
二

　
　
、
三
の
問
顯
周
」

　
　
　
京
大
考
古
学
関
係

繕
山
古
墳
の
謁
査

　
…
滋
牌
ハ
県
治
田
郡
油
田
村
安
．
養
寺
の
織
｝
賢
士
掃
燐
ハ
は
、

　
貯
敵
近
の
土
文
エ
山
挙
よ
る
油
二
方
部
の
採
土
の
結
果
、

　
遺
物
を
出
［
し
た
の
で
、
際
か
ら
の
依
頼
に
よ
り
、

　
小
林
助
手
以
下
本
教
室
員
は
三
月
二
十
七
日
よ
り

　
四
月
七
日
に
至
．
る
暇
、
同
↑
古
墳
の
調
査
を
行
四
つ

、
た
。
晶
削
方
中
央
貿
叩
の
く
び
れ
▼
部
に
近
い
場
所
酬
に
木

　
棺
を
埋
め
た
と
思
わ
れ
、
内
よ
リ
短
甲
・
刀
剣
．

　
斧
・
錐
等
、
外
よ
り
盾
・
槍
を
発
見
し
た
。

考
古
挙
談
話
会
　
五
月
三
十
g
（
金
）

水
鳥
畏
瓜
両
教
授
の
学
士
院
慰
賜
賞
受
賞
祝
賀
と

　
新
入
生
小
野
山
繍
鄭
茄
の
歓
迎
会

　
腺
一
巳
豪
夫
「
滋
賀
県
撚
…
田
田
H
墳
の
調
啓
二

　
金
閥
　
恕
「
編
…
岡
県
法
華
原
遺
跡
の
調
査
」

　
　
　
京
大
人
文
科
学
研
究
所
関
係

公
闘
講
演
会
　
五
月
ニ
ニ
同

　
平
r
岡
武
夫
「
融
慨
宇
」
又
化
の
見
方
」

五
月
二
九
臼

　
花
一
房
英
樹
「
戯
u
国
古
典
文
騨
ず
の
現
代
的
意
義
し

六
月
五
日

　
入
矢
嚢
鶴
「
魯
迅
と
申
高
古
寒
し

六
月
一
二
欝

　
灘
が
原
武
夫
「
丁
玲
．
の
霞
村
に
居
た
頃
に
つ
い
て
」

　
　
　
自
然
更
学
会
関
係

例
会
　
五
月
一
五
碕

　
川
鋸
窟
多
二
郎
「
「
野
外
．
　
調
査
に
お
け
る
テ
ー
プ
・
コ

　
　
ー
ダ
ー
と
カ
ー
ド
法
」

合
同
春
季
例
会
　
五
月
二
七
肩

　
｝
四
撮
脳
栄
一
一
一
　
「
イ
ン
ド
　
・
山
小
。
バ
ー
ル
旅
行
【
談
」

一
一
〇

　
　
　
　
　
編
　
集
　
後
　
記

　
い
ま
歴
史
の
分
野
に
は
多
く
の
の
つ
び
き
な
ら
ぬ

問
題
が
お
こ
っ
て
い
る
．
．
そ
れ
は
し
よ
う
が
な
い
と

か
、
そ
う
い
っ
た
ふ
5
に
は
処
理
で
き
ぬ
よ
う
な
場

に
わ
れ
わ
れ
を
追
い
こ
ん
で
い
る
よ
5
に
思
う
。
そ

れ
に
し
て
も
、
歴
史
の
教
育
者
、
研
究
者
が
、
ほ
ん

と
う
に
、
歴
史
上
の
具
体
的
な
問
題
に
対
決
し
、
解
決

し
て
ゆ
く
こ
と
以
外
に
は
、
こ
の
不
安
を
解
消
し
て

ゆ
く
道
は
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
本
愚
は
ま
と

ま
り
の
な
い
編
集
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
け
れ
ど
、
夫

々
の
力
作
に
よ
っ
て
出
さ
れ
た
問
題
を
、
不
安
の
な

く
な
る
方
向
に
漿
隈
さ
せ
、
．
潔
め
る
積
極
的
な
批
判

を
お
願
い
し
た
い
．
、
　
　
　
9
　
　
　
　
（
池
田
）

一
九
五
二
年
七
月
＝
五
H
　
印
刷

一
九
五
二
年
八
月
一
　
日
　
発
行

定
価
薗
円

史

林
（
第
三
五
巻
、
一
口
…
・
、
）

　
　
　
京
都
布
左
京
区
告
田
本
・
町

　
　
　
京
都
大
磁
二
丈
蟻
’
伽
郡
内

発
行
隊
　
更
　
　
学
　
　
研
　
　
究
　
　
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
凝
替
大
阪
一
明
王
五
六
鞍

　
　
　
京
郡
市
丁
京
撚
七
条
郷
…
欺
ノ
内
東
町
三
九

印
欄
所
　
中
村
印
刷
株
式
会
社
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